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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなか、各種政策の効果もあり、

緩やかな回復基調が続いているものの、海外経済の減速懸念など、景気の下振れリスクを内包しながら、先行き不

透明な状況で推移しました。

 当社グループの主要な事業である輸送業界では、貨物輸送量の減少傾向が続く中、労働力不足を背景とした外注

費の上昇や人件費の増加などの課題も経営圧迫要因となってまいりました。

 このような状況のもと、当社グループは、最終年度となる中期経営計画「“ＪＵＭＰ ＵＰ 70” ～未来への変

革～」の達成に向け、各施策を着実に実行するとともに、事業強化や事業領域の拡大にも取り組むことで、当社の

企業価値向上に向けて一丸となって邁進してまいりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,230億58百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益は207億９

百万円（前年同期比2.3％増）、経常利益は221億47百万円（前年同期比1.4％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は140億２百万円（前年同期比2.4％増）となりました。

 

セグメント業績は、次のとおりであります。

 

①輸送事業

 輸送事業におきましては、中期経営計画のもと、輸送ネットワークの安定、ロジスティクス事業の拡大、適正運

賃収受の促進など、主要施策を着実に実施することで収入の拡大と利益の確保に努めてまいりました。

 輸送事業グループの中核会社にあたる西濃運輸株式会社では、新規荷主獲得を中心とした貨物輸送量確保や各種

実費の収受に注力するとともに、更なる輸送の効率化と費用管理及び安全活動に取り組みました。一方、店所から

の提案を基に、業務の改善も進めてまいりました。

 この結果、売上高は3,166億35百万円（前年同期比1.5％増）、営業利益は148億57百万円（前年同期比1.5％増）

となりました。

 

②自動車販売事業

 自動車販売事業中、乗用車販売におきましては、消費者ニーズの高い環境対応車を中心とした販売活動や新型車

の投入効果を活かした営業展開により、新車販売台数は前年同期実績を上回る結果となりました。一方、中古車販

売台数は、キャンペーンや商談会等を開催し販売拡大に努めてまいりましたが、輸出市況の悪化によって卸売販売

単価が下落し、前年同期実績を下回る結果となりました。また、ＣＳ向上を重視した車検と整備入庫に加えタイヤ

等の販売の促進も図り、サービス収益の確保に努めてまいりました。

 トラック販売におきましては、新車販売台数は、建設系トラックの需要は減少したもののカーゴトラックの代替

需要が増加したこともあり、前年同期実績を上回りました。一方、中古車販売は海外市況の悪化によって前年同期

実績を下回りましたが、車検をはじめとする整備需要の取込みと部品販売などの保有ビジネスにも注力してまいり

ました。

 この結果、売上高は738億28百万円（前年同期比7.1％増）、営業利益は42億７百万円（前年同期比7.0％増）と

なりました。

 

③物品販売事業

 物品販売事業におきましては、燃料、紙・紙製品および産地直送品に代表される物品の販売を行っております。

 燃料販売における販売単価の下落の影響もあり、売上高は205億４百万円（前年同期比5.1％減）、営業利益は６

億８百万円（前年同期比0.1％減）となりました。

 

④不動産賃貸事業

 不動産賃貸事業におきましては、主に都市開発の影響や狭隘化などの理由で代替化措置が図られたトラックター

ミナル跡地や店舗跡地などを賃貸に供することで経営資源の有効活用に努めております。

 売上高は11億43百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益は９億58百万円（前年同期比1.4％増）となりました。

 

⑤その他

 その他におきましては、情報関連事業、住宅販売業、建築工事請負業、タクシー業および労働者派遣業などを行

っております。

 売上高は109億46百万円（前年同期比5.1％減）、営業利益は６億55百万円（前年同期比5.6％減）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、5,861億33百万円と前連結会計年度末に比べ65億68百万円の増加とな

りました。有価証券および投資有価証券が増加したことなどが主な要因であります。負債については、2,058億65

百万円と前連結会計年度末に比べ26億92百万円の減少となりました。未払法人税等が減少したことなどが主な要因

であります。また、純資産については3,802億67百万円と前連結会計年度末に比べ92億60百万円の増加となりまし

た。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 わが国経済の今後の見通しは、雇用・所得環境の改善が続くなか、緩やかな回復基調が続くものと思われます。

しかし、中国を始めとするアジア新興国等の景気下振れや、米国新政権での政策運営が、世界経済や国際金融市場

に及ぼす影響などの懸念もあり、先行きに不透明感が残されております。

 当社グループの事業の中心を占める輸送業界におきましては、貨物輸送量の増加が望めない中、労働力不足によ

る人件費増加や、外注費の上昇も見込まれ、予断を許さない経営環境が続くものと予測されます。

 このような状況下でございますが、当社グループでは、更なる経営効率の向上を図り、一層の利益確保に努めて

まいります。

 なお、連結業績予想につきましては、平成28年11月11日の第２四半期決算短信で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び建築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 75,143 68,909 

受取手形 7,760 8,417 

営業未収金及び売掛金 101,508 105,384 

有価証券 16,300 21,600 

たな卸資産 10,758 11,482 

繰延税金資産 5,696 2,622 

その他 4,325 6,160 

貸倒引当金 △215 △201 

流動資産合計 221,277 224,374 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 93,847 91,901 

機械装置及び運搬具（純額） 18,447 19,283 

工具、器具及び備品（純額） 1,735 1,687 

土地 171,454 173,327 

建設仮勘定 914 909 

その他（純額） 3,751 3,868 

有形固定資産合計 290,150 290,978 

無形固定資産    

のれん 15,803 14,971 

その他 3,968 3,854 

無形固定資産合計 19,772 18,826 

投資その他の資産    

投資有価証券 32,420 36,268 

長期貸付金 252 232 

退職給付に係る資産 1,899 1,675 

繰延税金資産 9,370 9,216 

その他 4,873 5,015 

貸倒引当金 △452 △455 

投資その他の資産合計 48,363 51,953 

固定資産合計 358,287 361,758 

資産合計 579,564 586,133 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 2,993 3,254 

営業未払金及び買掛金 40,154 42,406 

短期借入金 2,767 2,645 

1年内返済予定の長期借入金 482 657 

未払金 14,017 14,224 

未払費用 14,997 9,927 

未払法人税等 6,171 440 

未払消費税等 4,660 6,688 

その他 17,961 20,997 

流動負債合計 104,206 101,242 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 10,025 10,017 

長期借入金 11,321 10,666 

繰延税金負債 2,985 3,031 

役員退職慰労引当金 1,635 1,597 

退職給付に係る負債 72,279 73,213 

資産除去債務 2,581 2,538 

その他 3,523 3,558 

固定負債合計 104,351 104,623 

負債合計 208,558 205,865 

純資産の部    

株主資本    

資本金 42,481 42,481 

資本剰余金 80,584 80,631 

利益剰余金 247,617 256,071 

自己株式 △9,666 △11,195 

株主資本合計 361,017 367,989 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,618 12,547 

土地再評価差額金 △113 △113 

為替換算調整勘定 △230 △407 

退職給付に係る調整累計額 △6,422 △5,928 

その他の包括利益累計額合計 3,851 6,096 

非支配株主持分 6,138 6,180 

純資産合計 371,006 380,267 

負債純資産合計 579,564 586,133 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 415,008 423,058 

売上原価 367,969 374,690 

売上総利益 47,038 48,368 

販売費及び一般管理費 26,793 27,659 

営業利益 20,245 20,709 

営業外収益    

受取利息 41 26 

受取配当金 575 562 

持分法による投資利益 420 180 

その他 840 886 

営業外収益合計 1,878 1,655 

営業外費用    

支払利息 136 177 

シンジケートローン手数料 121 － 

為替差損 3 17 

その他 24 22 

営業外費用合計 285 217 

経常利益 21,838 22,147 

特別利益    

固定資産売却益 305 252 

投資有価証券売却益 1 48 

その他 3 16 

特別利益合計 309 317 

特別損失    

固定資産処分損 126 140 

減損損失 298 19 

その他 90 25 

特別損失合計 516 185 

税金等調整前四半期純利益 21,631 22,279 

法人税、住民税及び事業税 6,508 5,735 

法人税等調整額 1,458 2,391 

法人税等合計 7,967 8,126 

四半期純利益 13,663 14,153 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△4 151 

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,668 14,002 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 13,663 14,153 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,019 1,925 

為替換算調整勘定 △164 △159 

退職給付に係る調整額 132 499 

持分法適用会社に対する持分相当額 △12 △66 

その他の包括利益合計 974 2,199 

四半期包括利益 14,638 16,353 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 14,657 16,248 

非支配株主に係る四半期包括利益 △18 105 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 21,631 22,279 

減価償却費 11,703 12,492 

減損損失 298 19 

のれん償却額 558 831 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25 △0 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 46 △38 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,718 2,016 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △288 △94 

受取利息及び受取配当金 △617 △588 

支払利息 136 177 

投資有価証券売却損益（△は益） － △48 

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） △178 △111 

持分法による投資損益（△は益） △420 △180 

売上債権の増減額（△は増加） △3,664 △4,671 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,938 △1,899 

仕入債務の増減額（△は減少） △595 2,652 

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,949 2,028 

未払費用の増減額（△は減少） △4,481 △5,053 

その他の負債の増減額（△は減少） 4,077 3,363 

その他 △1,064 △396 

小計 23,946 32,778 

利息及び配当金の受取額 905 1,060 

利息の支払額 △125 △211 

法人税等の支払額 △8,351 △12,906 

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,375 20,721 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △11,571 △12,731 

定期預金の払戻による収入 11,107 13,605 

譲渡性預金の預入による支出 △16,000 △14,200 

譲渡性預金の払戻による収入 14,000 16,400 

有価証券の償還による収入 300 － 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △16,460 △12,074 

有形及び無形固定資産の売却による収入 425 586 

投資有価証券の取得による支出 △45 △2,185 

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 576 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△14,905 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
126 － 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 42 △150 

貸付けによる支出 △43 △95 

貸付金の回収による収入 42 90 

その他 △92 △86 

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,075 △10,265 
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    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 878 △103 

長期借入れによる収入 11,900 － 

長期借入金の返済による支出 △5,380 △480 

非支配株主からの払込みによる収入 4,917 42 

自己株式の取得による支出 △1 △1,566 

自己株式取得目的の金銭の信託の払戻による収入 2,010 － 

配当金の支払額 △6,363 △5,548 

非支配株主への配当金の支払額 △61 △45 

その他 181 △553 

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,079 △8,255 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10 △61 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,630 2,138 

現金及び現金同等物の期首残高 66,777 63,838 

現金及び現金同等物の四半期末残高 58,147 65,977 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 311,836 68,939 21,597 1,101 11,533 415,008 － 415,008 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,259 6,715 16,181 － 6,116 30,272 △30,272 － 

計 313,095 75,654 37,779 1,101 17,649 445,281 △30,272 415,008 

セグメント利益 14,632 3,931 609 944 694 20,812 △567 20,245 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△567百万円には、セグメント間取引消去254百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△822百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。
 

（のれんの金額の重要な変動）

 「輸送事業」セグメントにおいて関東運輸株式会社及びその子会社を新規連結いたしました。当該事象に

よるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては16,635百万円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 316,635 73,828 20,504 1,143 10,946 423,058 － 423,058 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,405 7,008 14,718 － 7,163 30,295 △30,295 － 

計 318,040 80,836 35,223 1,143 18,110 453,354 △30,295 423,058 

セグメント利益 14,857 4,207 608 958 655 21,287 △578 20,709 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△578百万円には、セグメント間取引消去244百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△822百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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